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lAa-1　　　 市 販 防 虫 網 の 耐 候 性 評 価 に つ い て

○ 桂 木 奈 巳* ， 酒 井 哲 也 ， 酒 井 豊 子9 森 川 淳 子* ， 橋 本 壽 正*

(＊東 工 大.     ＊＊放 送 大)

【目的】 網戸用の防 虫網は環境問題への配慮からﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ(PP) 製への置き換えが進められている

が. pp 製の防虫網は耐候性に劣るため，その寿命を延ばすよう様 々な改善策が試みられ，同時に製

品の寿命を評価・予測できる技術の確立が強く望まれている，我々は主に熱分析法に準拠する有効

な評価方法を提案することを目的とし，まず，市販防虫網に紫外線照射を行い．熱発光分析(TL).

熱天秤分析(TGA) などの熱分析法から劣化挙動を追跡した.

【結果】 試料のTGA曲線から.  30010辺りまでの重量減少は緩やかで，かつ，照射時間の影響が殆ど

見られないが.  35010付近からの急激な重量減少においては，その開始温度が照射時間の多いほど低

温側へ移勤するこどが見出だされた．すなわち，紫外線照射により劣化し易い状態を生じることが

分る．真空中のTL測定においては，紫外線照射処理の有無に関わらず発光ピークが観察されず，筆

者らの無添加試料による先行研究の結果と対比すると，おそらく添加された消光剤の働きによりラ

ジカル形成が抑制されたためであろうと推測された．この試料を冷却し．空気中で再度昇温させる

と融解近傍から250 ℃辺りにかけての発光ピ ークが確認され，その開始温度は照射時間の増加ととも

に低温側に移行する傾向が見出だされた．また，ピーク強度については照射時間の増加に伴い幾度

か増減を繰り返す様相を示寸が，先行研究ど対比すると，切断と架橋の複雑な進行過程による結果

と推測される．したがって，熱分解し易い状態の発生を発光ピークの解析から微細構造などと関連

付けて推定することが可能になると考えられる．以上のような挙動は他種の防虫網でも観察された

が，照射時間に対する変動は異なり，それが製品の耐候度を示すものと考えられることから，熱測

定法の適用は，耐候性の評価や劣化のメカニズムの解明に極めて有力な手段と思われる．

lAa-2　　　　　　 細 菌 の 増 殖 に 対 す る 界 面 活 性 剤 の 影 響

○ 影 山 志 保・ 諸 岡 信 久**　 角 野 猛 禽*

（ 郡 山女 子 大 ・ 院・､ 郡 山 女 大**)

【 目 的 】 こ れ まで の 調査 で 、汚 染 し た 都 市排 水 で の 大腸 菌 群 の検 出 率 は 高い 。 大腸 菌 群

が 糞便 汚 染 の指 標 菌 とし て 問 題視 され てい る。 大腸 菌 群 は 従来 腸 管 内 で の胆 汁 酸 に よる

界面 活 性 作 用 に適 応 して い る。 こ の報 告 は都 市 排水 に含 ま れ る洗 剤 由来 の界 面 活性 剤 が

各種 細 菌 の 増殖 に 与 え る影 響 を研 究し た。5 菌 株 の細 菌 の 増殖 に 対 す る界 面 活性 剤 の 影

響を ５種 類 の石 鹸 を含 む 界面 活 性剤 、 お よび ３種 類 の胆 汁酸 を 用い た。

【方 法 】供 試化 合物 はﾗｳﾘﾝ 酸ﾅﾄﾘｳﾑ と 界 面活 性剤 のﾗｳﾘﾙ 硫 酸ﾅﾄﾘｳﾑ 、1･ｳﾝ ﾃﾞｶﾝｽﾙﾎﾝ 酸ﾅ 曰ｳﾑ 、

ﾗｳﾘﾙ ﾍﾞﾝ ｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ 酸ﾅﾄﾘｳﾑ 、p･n.ﾉﾆｼ ﾍﾞﾝ ｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ 酸ﾅﾄﾘｳﾑ 、 加 えて 、 胆汁 酸 類 のコ-/V酸ﾅﾄ 勁ﾑ 、

ﾃｵｷｼｺ 吋 酸ﾅﾄ 勁ﾑ 一 水 和 物 、ｹﾉﾃｵｷｼｺ 吋 酸 を 用い た 。 供 試 前 株 鴇、Escherichia coll 、

Enterobacter  cloacae 、Salmonella  choleraesuis、Staphyloc 。ccus aureus 、Bacillus cereus を 準 備 し

た。10 倍 に 希釈し た普 通 ﾌﾞｲﾖﾝ 培 地 に界 面 活性 剤 類を 単独 でIppm  添 加 し た 。こ の 培 地に

純粋 な菌 株 を 前培 養し 摂 取 した 。30  ℃ で72 時 間 振 と う培養 し な が ら、 菌 の増 殖 を ５分

毎 に吸 光 度660nm の 濁 度 で測 定 した 後、 生 菌数 に 換算 し て １時 間当 たり の増殖 串 を求 め

た。

【 結 果 】性 格 の 異 な る 供試 菌 ５種 の 希 釈 ﾌﾞｲﾖﾝ 培 地 で の増 殖 率 はｾﾚｳｽ 菌 を 除 き 平均 値 土

標 準偏 差 が130,000  ± 30,000 で あ った。ｾﾚｳｽ 菌 の 増 殖串 は1,230,000 で あ っ た。ﾗｳﾘﾝ 酸ﾅﾄ

ﾘｳﾑ 添 加 で の増 殖 率は13,000 士8,000 でｾﾚｳｽ 菌 と 大 腸菌 が他 の菌 に比 較し て 倍以 上 増 殖し

てい た｡ﾗｳﾘﾙｽﾙﾎﾝ 酸Na は40,000  ± 40,000 、1-ｳﾝ ﾃﾞｶﾝｽﾙﾎﾝ 酸Na は17,000 士10,000 、ﾗｳﾘﾙ ﾍﾞ

ﾝ ｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ 酸Na は30,000 士40,000 、ﾉﾆﾙﾍ ≒/ｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ 酸Na は50,000 土80,000 で あ っ た｡ 偏 差

の原 因 とな っ た菌 種 は ど の試 験 区で もｾﾚｳｽ 菌 と 大 腸 菌で あ っ た｡ｻﾙﾓﾈﾗ 菌 は こ れ ら に 次い

でい た。
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